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　南九州市茶業振興会頴娃支部
は３月28日、大野岳神社で「新
茶まつりＩＮえい2019」を開き
ました。生産農家、市、ＪＡ関係者など約300人が参加し、2019年度産の豊作と農家の安全
を祈願し、新茶を奉納しました。茶業振興会の髙吉豊頴娃支部長は「昨年の台風や寒さの影
響もなく、色が綺麗に乗った美味しいお茶になった。これから一番茶をどんどん出荷してい
くので、この品質の良さに感謝したい。」と話しました。
　奉納したお茶は、２月上旬から慎重に手入れをした一番茶で、茶業振興会頴娃支部青年部
やその家族が27日に収穫し、手もみで仕上げたものです。参加した下野玲大くん（５）は
「綺麗な葉を摘んだので、美味しいお茶になってほしい。」と話しました。
　南九州市頴娃町では４月上旬から新茶の摘採が始まりました。

新茶を奉納し祈願する高吉支部長

今年の品質を
祝い神社へ
新茶を奉納

一番茶を収穫する茶業青年部

参加した茶業女性部のみなさん

収穫を手伝う下野怜大くんと弟の瑛人くん

奉納後の懇親会の様子
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　南九州市えい地区で、２軒の農家がイチゴを
出荷しています。「さがほのか」を合わせて60
アールで栽培。出荷ピークは３月で、５月まで
収穫が続きます。原田陽一さん（57）は「１月

から例年に比べ収穫量が多く、うどんこ病などの病害や気候による障害も発生しやすい
が、生育をよく観察して、美味しいイチゴを出荷し続けたい。」と話しました。
　同地区で栽培が始まったのは20年以上前で、さつまおとめの生産拡大が進んだこと
がきっかけです。最初の３年間は、地域の気候の影響やノウハウ不足による生育不良で
不作の年もありましたが、栽培技術を磨き、気候に合った品種を見極める事で安定した
栽培を実現しました。県と市、ＪＡが生産者と一体となって、より美味しいイチゴの栽
培に努めています。
　両生産者のイチゴはＪＡの共販として出荷するほか、ＪＡの生産資材店舗「あっど！
いぶすきみのり館」でも販売しています。１日20 ～ 30パック売れ、好評販売中です。

　指宿市立徳光小学校は３月11日、同校でアグリス
クールの開校式を開きました。２、３年生の児童21
人と教員、市、青果市場関係者、ＪＡ職員など約30

人が参加。児童は、開校式でスイカの歴史や徳光スイカのはじまりについて学び、前田
修文さん（41）の畑で約100本のスイカ苗を植えました。
　同校でのアグリスクールは今年で７回目を迎えます。４月から６月にかけてツルの手
入れや交配などを行い、６月中旬の収穫に向け準備します。収穫したスイカは高齢者福
祉施設へプレゼントするほか、児童自らが市場でセリにかける予定です。　
　山川経済課の樋高杏奈指導員は「徳光スイカは生産量の少なさから幻のスイカと言わ
れている。地元の特産品に触れることで、農業に興味を持った児童が一人でも増えてく
れると嬉しい。」と話しました。

南九州から
甘くておいしいイチゴを出荷

イチゴを収穫する原田さん

地元児童が特産の
徳光スイカを植える

苗を植えた児童ら
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　３月18日、株式会社ＪＡ食肉かごしま南薩工
場で2019年度第１回ＪＡ肉牛枝肉共進会を開き
ました。管内から53頭が出品され、１席を有限
会社畠久保牧場、２席を東川勝広さん、３席を有
限会社西元ファームが受賞し、マーケットニーズ
賞は東川勝広さんが獲得しました。
　出品した枝肉は、平均で重量516.7キロ、ロー
ス芯面積66.6平方センチ、ばらの厚さ8.2センチ、
皮下脂肪2.8センチ、脂肪交雑（ＢＭＳ）ナンバー
9.2となりました。社団法人日本食肉格付協会の
中島博志氏は「バラに厚みがあり、脂肪交雑の高
い枝肉が多かった。」と高く評価しました。

　３月 15 日、開聞総合体育館で 2019 年
度ＪＡいぶすき肉用牛繁殖農家研修会を
開き、畜産農家や関係機関など約 140 名
が参加しました。研修会では、県経済連
肉用牛課の大山裕久氏が肉用牛情勢につ
いて、南薩地域振興局農政普及課の下吹
越正一技術専門員が 2018 年の子牛せり
分析結果と県子牛育成マニュアルについ
て解説し、参加者は最近の情勢や子牛成
績の傾向と分析方法、子牛育成マニュア
ルなどを学びました。
　また、２月 15 日の家畜人工授精優良
技術発表全国大会で最高賞の西川賞を受
賞した大川学さんの発表があり、実体験
や地域の活動を盛り込んだ内容から、繁
殖成績を上げるためには人工授精師との
コミュニケーションが大事であることを
参加者で再確認しました。
　最後は飼料や畜産資材、牛豚肉の抽選
会が盛大に行われました。
　なお、表彰は右記の通りです。（敬称略）

全国和牛登録協会鹿児島県支部
　「2018年度優秀雌牛表彰」
　谷村　虎熊　「すずか号」

ＪＡいぶすき「2018年度優良繁殖農家表彰」
　出荷実績１頭～11頭平均販売価格
　去勢の部　第１位　中村　恵俊
　雌の部　　第１位　前村　厚海
　出荷実績12頭以上平均販売価格
　去勢の部　第１位　徳留　広信
　雌の部　　第１位　野元　辰雄

ＪＡいぶすき「2018年度　繁殖牛増頭表彰」
　鐘撞　正和

ＪＡいぶすき「2018年度多頭購買者表彰」
　㈲畠久保牧場
　㈱水迫ファーム
　㈱鹿児島サンライズファーム
　（農）のざき

ＪＡいぶすき「2018年度優良繁殖
農家表彰」を受賞した前村　厚海さん

一席を受賞した有限会社畠久保牧場の
有馬裕介さん

研修会で畜産技術の更なる向上目指す

今年度始めの
共進会が開催
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Ｑ．廣森さんについて教えて下さい
Ａ．３年前に勤めていた会社を辞め、祖父母の代か
ら続く廣

ひろもりしゅろえん
森棕梠園で働いています。

Ｑ．廣森棕櫚園で働きはじめたきっかけは何ですか
Ａ．姉と妹の３兄弟だったので、私が棕梠園を継ごう
と思ったからです。幼い頃は棕梠園がシュロ竹ば
かり作っていて、観葉があまり好きではありませ
んでした。それでも一念発起して、東京農業大学
のＯＢ県支部長から推薦枠をもらい、同農大農学
部農学科の花卉園芸学研究室に入学しました。

Ｑ．大学ではどのような事に取り組んでいましたか
Ａ．大学では、花や観葉植物全般の生育、病害への
対策など花卉全般にかかわる農業知識を学びま
した。また、人付き合いが苦手だったので、積
極的に研究室の同期や周りの知り合いと交流を
深めるようにしました。今でもつながりは続いて
いて、全国各地に散らばった友達や知り合いと
もよく集まり、花卉に関する話をして情報を集め
合っています。

Ｑ．卒業後はどのような所に就職されましたか
Ａ．観葉植物のリース会社に就職し、大学で学んだ
知識を経験として学びなおしました。また、観
葉市場を取り巻く消費者のニーズやブームの読み
方など、ビジネスで活用できる知識も学んだほ
か、働くことの意義や良いコミュニケーションの
取り方、仕事への向き合い方など、社会人とし
てのあり方を学びました。会社で学んだ知識す
べてが、今棕梠園で働く中でとても生きています。

Ｑ．観葉植物の世界を目指したことにご両親の反応
はどうですか

Ａ．両親ははじめ、私が後を継ぐことに疑問を持っ
ていました。ですが、大学の卒業や観葉植物に

関わる会社を経て、応援してくれるようになりま
した。今は自分のやり方を温かく見守ってくれて
いるので、３代目のプレッシャーを感じつつも、
しっかり頑張って行こうというモチベーションに
もつながっています。

Ｑ．ご家族は観葉植物の農家になる事をどう考えて
いらっしゃいますか

Ａ．妻とはリース会社で知り合ったので、引き継ぐ事
には好意的でした。今は娘が１人、息子が２人で
すが、娘は将来花屋さんになりたいそうで「お父
さんの観葉植物を売りたい」と言ってくれるので
とてもうれしいです。ただ、観葉植物の世界は
必ずしも見通しも良くなく、20年30年後も安
定していると言い切れないので、子どもたちには
また新しい道を歩んでほしいなと考えています。

Ｑ．今後の目標などがあれば教えて下さい
Ａ．将来は億単位を動かせる観葉生産者になりたい
と思っています。観葉植物はその時の流行があり
ますが、流されてしまえばブームに間に合わず結
果を残せないので、まずは流行を自分から作って
いく事が大切なのかなと思います。また、指宿は
泉熱や寒さの短い季候など、観葉植物を栽培し
やすい土地なので、地の利を生かした指宿なら
ではの観葉植物を作っていきたいです。そうする
事でブランド作りもでき、生産者、ＪＡが一体と
なって良い販売につながるのではないかと思いま
す。ただ今は必要な知識を一つでも多く学ぶこと
が大切だと思うので、
目標は高い位置に置
いて、その時の利益
よりも安定した生産
が出来る事から始め
ていきたいです。

指宿市

廣
ひろもり
森　久

ひさ
聴
とし
さん（34歳）

農家に訊く
　ＪＡいぶすきの管内で農業の道を
進む人を訪ねました。
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　いぶすき花き振興会は３月１日、指宿市山川のフ
ラワーパークかごしまで2018年度第10回フラワー
コンテストを開きました。指宿市内の生産者がキク
部門、洋花球根切り花部門、観葉苗鉢物部門の３つ
に合計51点を出品。フラワーパーク
かごしまや県フラワーセンター、市、
ＪＡなどが、病害虫の有無、植物の
ボリューム、商品性などの基準で審
査しました。最高賞の指宿市長賞に
は、指宿地区の鶴之園賢一さんが出
品したコルディリネ・コンパクタが
選ばれました。

　ＪＡは３月16日、福岡市中央卸売市場が開いたベジフル感謝祭に参加しました。管内
生産者の西山由紀子さんと今村栄子さんが、ソラマメのむき身を素揚げして試食販売。
販売用に準備したソラマメや実エンドウなどは約１時間で完売しました。また、感謝祭
では野菜ソムリエのなかしまゆみ氏を講師に料理教室も開かれ、参加者は生産者と一緒
にソラマメご飯や実エンドウと新タマネギとわかめの味噌汁などを調理して、指宿の旬
の味を楽しみました。
　中央経済課の樋高杏奈指導員は「試食した消費者からは、とても美味しくて驚いたと
いう声や、ぜいたく品のイメージが変わったという意見を聞いた。産地として多くのイ
ベントに参加する事で親しみを感じてもらい、一人でも多くの人が指宿の農産物を買っ
てくれると嬉しい。」と話しました。

ベジフル感謝祭で指宿の味広める

フラワーコンテストで
指宿から集まった花や植物を審査

花を審査する様子

観葉植物を審査する様子
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　ＪＡは、管内６店舗を対象に購買ディスプ
レイコンテストを開きました。ＪＡ・県経済
連の職員が店舗内の演出や見やすさ、倉庫内
の整理整頓など10項目で審査し、最優秀賞
にえい地区のえい購買店舗が輝きました。同
店舗の木村敦郎職員は「異動して初めて購買
店舗を担当したので、最優秀賞は驚き。店舗
職員は上野里美職員と２人なので出来る範囲
が限られたが、ＰＯＰを手書きして頑張った
結果が報われたのはうれしい。今後もシーズ
ンに合わせた展示をして、入れ替えをしなが
らお客様が喜ぶ品ぞろえをしていきたい。」
と喜びを話しました。

　他の入賞店舗は、以下の通りです。

　・優秀賞
　　小川購買店舗（山川地区）
　・努力賞
　　あっど！いぶすきみのり館
　　（指宿地区）

　ＪＡ住宅（県経済連と県くみあい開発）は３月23日、鹿児島市と指宿市でＪＡ住宅
トレーサビリティーツアーを開きました。県内から約20人が参加し、伐採現場から製
材所、完成見学会場を視察。伐採見学で訪れた指宿市池田湖近辺では、かごしま森林組
合が、伐採用の機械を動かしながら作業内容を説明し、参加者は材木に使う木の選び方
や運搬方法など、建材の扱い方を見学しました。参加した浜田和子（70）さんは「テレ
ビで見るのはチェーンソーで切る様子ばかりだったので、最新の機械を使って伐採する
のを見て感動した。次回は孫もつれてきて、次世代に木のぬくもりの良さを伝えたい。」
と話しました。

えい購買店舗が
最優秀賞を受賞

消費者がツアーで
家づくりを知る

えい購買店舗の木村職員（左）と上野職員
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　ＪＡは３月８日、指宿市開聞地区で、６日深夜の突風で倒伏
した迫中誠一さんのスナップエンドウ畑約20アールの復旧を
応援しました。
　迫中さんが７日午前に気付き、８日朝にＪＡへ連絡。連絡を
受けた職員が各地区の職員に協力を呼びかけ、集まった15人
が２時間半かけて、杭の打ち直しや倒れたスナップエンドウの
立て直し、倒れそうな部分の補強等を行いました。
　奥さんの真優さんは「どうすればいいのかわからず不安だっ
た。ＪＡの協力をもらい、涙が出そうなほど嬉しい。立て直し
てもらったので、出来る限り収穫し続けたい。」と話しました。

　２月28日、指宿市内で開かれた、サイクルロードレースのプ
ロチーム、シマノレーシングの春季合宿激励式に参加しました。
濵﨑和斗農産部長が、湊諒選手に、管内産のソラマメ６キロとス
ナップエンドウ３キロを渡しました。
　シマノレーシングは２月23日から３月３日まで指宿にキャンプ
インし、2019年シーズンへ向けて選手たちの調整と保養や、マシ
ンのメンテナンスを行いました。
　木村圭佑キャプテンは挨拶で「指宿での合宿は６年連続。いつも良い環境で合宿できるこ
とはとても嬉しく思う。残り僅かだがしっかりトレーニングし、今後の結果に繋げたい。」
と意気込みを話しました。

　ＪＡは３月30日、指宿市山川のＪＡ本所で、
定年退職者を送る会を開きました。本所役職員が
集まり、定年退職する濵上信行考査役の新たな門
出を祝いました。濵上考査役は「36年間、組合
員の方や職員をはじめ、多くの人にお世話になっ
た。４月からは嘱託職員として勤務するので、Ｊ
Ａの職員として地域貢献に努め続けたい。」と抱
負を話しました。
　福吉組合長は「退職は寂しいことだが、嘱託職
員としてＪＡを支え続ける事をありがたく思う。
濵上考査役に敬意を表し、今後も輝かしい人生が
続くよう祈りたい。」とエールを送りました。

新たな門出を
迎える職員を祝う

エンドウ畑を復旧する職員

定年退職する濵上考査役（右から３番目）と
JA役職員

職員がエンドウ畑の復旧を応援

農産物を渡す濵﨑部長
（左）と受け取る湊選手

合宿チームへ特産品を贈呈
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中央配送センター

（前列左から）

　和田　勝広（課長）
　樋髙　元紀
　新留　雄斗
　村田　一幸

（後列左から）

　東　沙織
　桐田　明美
　中道　優子

職場紹介

山川地区のお客様から依頼を
受けた予約注文や、肥料・農
薬の配送などを行っていま
す。みんなで楽しく元気に仕
事をしながら、地域の方に喜
んでもらえるよう頑張って行
きますので、よろしくお願い
いたします。

人事異動のお知らせ� 平成 31 年 4 月 1 日
名　前 新 旧
中山　智文 本所・購買部長（生活課長の任務を解く） 本所・購買部長 兼 購買部 生活課長
吉崎　敏彦 本所・農産部 営農課 考査役 課長 本所・農産部 営農課次長 営農指導（指宿地区） 兼観葉センター
中尾　和貴 本所・畜産部 畜産指導課 考査役 課長 畜産部 畜産課 考査役 課長
野元　正一 東部経済課 考査役 課次長 喜入地区担当 本所・農産部 営農課 考査役 課長
井上　勝弘 本所・金融共済部 営業課 考査役 総合渉外・共済特化兼東部ｴﾘｱﾄﾚｰﾅｰ 中部支所 考査役 総合渉外・共済特化
西村　則夫 本所・金融共済部 営業課 考査役 総合渉外・共済特化兼中央ｴﾘｱﾄﾚｰﾅｰ 山川統括 考査役 総合渉外・共済特化
高田　文治 本所・金融共済部 営業課 考査役 総合渉外・共済特化兼西部ｴﾘｱﾄﾚｰﾅｰ 本所・経営企画部 人事教育課 考査役
常松　健一 本所・監査室調査役 東部経済課 （あっど！いぶすきみのり館） 調査役 店長
吉永　哲志 本所・経営企画部 人事教育課長 中部支所長 （東部統括）
石田　順一 本所・金融共済部 共済事務課長 青戸支所長
物袋　聡 本所・購買部 購買課長 本所・経営企画部 人事教育課長
上篭　洋成 本所・購買部 生活課長 本所・購買部 購買課長
堀内　朋和 本所・畜産部 畜産業務課長 本所・管理部 リスク統括課 係長
肝付　洋平 中部支所長 （東部統括） 山川統括長 （中央統括）
江篭平　直人 山川統括長 （中央統括） 本所・金融共済部 金融課 調査役 融資渉外
岩切　良久 南部支所長 本所・金融共済部 共済事務課 主査 自動車査定
下野　誠 青戸支所長 本所・金融共済部 営業課 係長 トレーナー兼普及企画
金山　祐一 東部経済課 調査役 あっど！いぶすきみのり館店長 本所・農産部 販売課 （直販加工場） 調査役
飯伏　満博 本所・農産部 営農課次長 営農指導（指宿地区）兼観葉センター 西部経済課 調査役 営農指導
東　善門 本所・管理部 リスク統括課 調査役 本所・金融共済部 共済事務課長
中川　美佐 本所・経営企画部 企画課 調査役 生活担当 えい中央支所 調査役 総合渉外・共済特化
前畑　博 本所・金融共済部 金融課 調査役 融資渉外 本所・金融共済部 金融課 係長 融資（山川統括駐在）
髙峯　健一 本所・農産部 営農課 調査役 課付 中央会出向 南部支所長
浦郷　良治 本所・購買部 購買課 調査役 農業機械 （山川） 本所・購買部 生活課 （葬祭センター） 調査役 葬祭センター長
福田　己年 本所・畜産部 畜産指導課 調査役 営農指導 本所・畜産部 畜産課 主査 営農指導
浜崎　義和 喜入支所 調査役 総合渉外・共済特化 本所・金融共済部 営業課 調査役 総合渉外喜入地区ﾘｰﾀﾞｰ・共済特化
西元　次男 南部支所 調査役 総合渉外・共済特化 本所・東部経済課 課次長 喜入地区担当
下川　慎一 開聞中央支所 調査役 総合渉外・共済特化 本所・金融共済部 営業課 主査 総合渉外開聞地区ﾘｰﾀﾞｰ・共済特化
飯伏　昭彦 青戸支所 調査役 総合渉外・共済特化 本所・金融共済部 営業課 調査役 総合渉外えい地区ﾘｰﾀﾞｰ・共済特化
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感
動
の
人
柄
葬
を　

真
心
こ
め
て

お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

　

お
問
い
合
せ
は
・
・
・

ル
ミ
エ
ー
ル
喜
入

　
（
０
９
９
）３
４
３

－

５
０
７
７

ル
ミ
エ
ー
ル
開
聞

　
（
０
９
９
３
）３
２

－
４
２
２
２

ル
ミ
エ
ー
ル
指
宿

　
（
０
９
９
３
）２
４

－

５
３
３
２

ル
ミ
エ
ー
ル
え
い

　
（
０
９
９
３
）３
６

－

１
２
３
４

ル
ミ
エ
ー
ル
山
川

　
（
０
９
９
３
）３
４

－

０
２
４
４

理
事
会
だ
よ
り

理
事
会
だ
よ
り

　

平
成
31
年
２
月
26
日
、
第
14
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
次
の
通
り
協
議
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
喜
入
】

池
　
上
　
ヒ
ミ
子
（
91
）

室
　
田
　
　
　
裕
（
89
）

【
指
宿
】

吉
　
元
　
正
　
則
（
96
）

【
山
川
】

上
　
野
　
エ
　
チ
（
90
）

前
　
薗
　
シ
ヅ
子
（
93
）

西
　
原
　
カ
ツ
エ
（
88
）

宮
　
田
　
満
　
行
（
87
）

宮
　
元
　
義
　
夫
（
92
）

【
開
聞
】

三
　
嶽
　
利
　
德
（
94
）

中
　
野
　
ア
サ
ヱ
（
92
）

松
　
山
　
フ
　
ミ
（
102
）

物
　
袋
　
民
　
江
（
89
）

【
え
い
】

白
　
石
　
義
　
治
（
87
）

（
平
成
31
年
２
月
１
日

～
２
月
28
日
）

お
く
や
み（
敬
称
略
）

平
成
三
十
一
年
三
月
歌
会

詠
草
（
自
由
歌
）

い
ぶ
す
き
短
歌
会

一　

戦
争
を
知
ら
ぬ
学
生
ら
何
思
う�

知
覧
特
攻
館
見
学
の
の
ち�

辰
野　

千
鶴
子

二　

す
い
せ
ん
の
黄
色
ま
ぶ
し
き
空
の
下�

孫
の
入
試
の
吉
報
と
ど
く�

竹
下　
　

玲
子

三　

こ
み
上
げ
し
詰
ま
る
思
い
は
何
ゆ
え
か�

な
が
年
ぶ
り
の
友
と
の
握
手�

高
田　

須
美
恵

四　

沖
縄
を
忘
れ
じ
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン�

踊
る
た
び
何
の
悲
し
み
か
涌
く�

日
高　
　

禎
子

五　

カ
ー
テ
ン
を
早
く
開
け
よ
と
日
曜
の�

眠
り
さ
ま
た
ぐ
吠
え
る
愛
犬�
柚
木
崎
イ
ツ
子

六　

桃
の
花
満
ち
て
双
子
の
す
こ
や
か
さ�

願
い
て
孫
の
ひ
な
節
句
祭
る�

吉
田　

知
佐
子

七　

眠
ら
れ
ぬ
ベ
ッ
ド
に
数
え
む
亡
き
人
へ�

連
な
り
恋
え
ば
指
よ
り
眠
る�

吉
永　

多
美
子

八　

二
代
目
と
な
り
し
主
治
医
が
丹
念
に�

カ
ル
テ
見
た
ま
う
を
息
つ
め
て
待
つ�

片
野
田　

健
一

九　

知
合
い
と
店
に
会
い
し
が
そ
の
名
前�

浮
か
ば
ぬ
ま
ま
に
話
交
わ
せ
り�

片
野
田　

道
子

十　

花
冷
え
の
衣
を
ま
と
い
し
逝
き
し
夫�

わ
れ
に
弥
生
は
惜
別
の
月�

川
畑　
　

信
子

４
月
と
い
え
ば
人
事

異
動
。
出
会
い
と
別

れ
の
季
節
で
す
。
私

の
周
り
で
も
、
入
組

か
ら
お
世
話
に
な
っ

て
い
た
方
が
遠
く
に

行
き
、
少
し
ば
か
り

寂
し
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
で
す
が
こ
れ
も

新
た
な
出
会
い
に
繋

が
る
と
信
じ
、
仕
事

に
励
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
と
思
い
ま

す
。

編
集
後
記

表紙の写真
新茶まつり奉納用のお茶を収穫する下野怜
大くんが、カメラに向かってポーズをとっ
てくれました。

　
協
議
内
容

・
平
成
30
年
度
末
決
算
に
お
け
る
会
計
処
理
（
案
）
に
つ
い
て
（
減
損
損
失
）

・
平
成
30
年
度
末
見
込
み
に
つ
い
て

・
第
10
次
中
期
３
か
年
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

・
平
成
31
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

・
第
10
次
中
期
３
か
年
計
画
固
定
資
産
取
得
・
修
繕
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

・
平
成
31
年
度
肉
用
牛
組
織
的
導
入
（
預
託
）
頭
数
申
請
及
び
肉
用
牛
特

約
勘
定
極
度
額
設
定
（
案
）
に
つ
い
て

・
一
般
資
金
（
産
業
用
太
陽
光
発
電
事
業
）
の
借
入
申
込
受
付
の
中
止
に

つ
い
て

・
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
基
本
方
針
（
案
）
の
策
定
に
つ
い
て

・
「
内
部
監
査
規
程
」
の
改
正
（
案
）
に
つ
い
て

・
平
成
30
年
度
内
部
監
査
の
品
質
に
関
す
る
内
部
評
価
報
告
書
に
つ
い
て

・
２
０
１
９
年
度
内
部
監
査
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

・
経
理
規
程
の
一
部
変
更
（
案
）
に
つ
い
て

・
購
買
業
務
規
程
の
一
部
変
更
（
案
）
に
つ
い
て

・
管
理
規
程
別
表
１
（
機
構
図
）
及
び
別
表
２
（
職
務
分
掌
表
）
の
変
更

に
つ
い
て
（
組
織
機
構
変
更
）

・
平
成
31
年
度
余
裕
金
運
用
方
針
（
案
）
に
つ
い
て

・
平
成
31
年
度
借
入
金
最
高
限
度
額
（
案
）
に
つ
い
て

・
２
０
１
９
年
度
（
２
０
２
０
年
春
卒
業
者
）
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
職
員
採
用

方
針
に
つ
い
て

・
役
員
報
酬
審
議
会
か
ら
の
答
申
に
つ
い
て　
　

他

　
報
告
事
項

○
２
０
１
９
年
度
監
事
監
査
計
画
に
つ
い
て

○
応
益
出
資
振
替
増
資
運
動
の
実
績
に
つ
い
て

○
２
０
１
９
年
度
「
年
金
な
か
よ
し
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
実
施
要
領
に
つ
い
て

○
第
26
回
通
常
総
代
会
開
催
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
案
）
に
つ
い
て

他
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日頃より、ＪＡいぶすきをお引き立ていただき誠にありがとうございます。

当ＪＡではこの度、「お客様の待ち時間短縮」を目的に、平成３１年３月

末をもちまして、お客様からのご依頼に基づいた、通帳への摘要（お取引内容）

入力サービスを終了させていただきます。給与振込や公共料金引き落とし等の

摘要は引続き表示されます。

くわしくは窓口にお問合せください。

お客さまにはご不便をおかけいたしますが、何卒ご理解、ご協力を賜ります

ようお願い申し上げます。

平成３１年３月

ＪＡいぶすき

 
 

年 月 日 摘 要 お支払金額（円） お預り金額（円） 差 引 残 高（円）

31－3－1 ○/○売上  578,000 1,200,000 
     
     
     
     
     
 

!!!!入金の場合、こちらが摘要です。 

★ 入力サービスを終了する摘要の例


